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教育委員会 生涯学習課 

 

１．件 名 

令和３年小山市成人式の開催延期について 

 

２．内 容 

   小山市では新成人者の前途を祝うため、令和３年１月１０日（日）に成人式を

開催することとして、新型コロナウィルス感染防止の十分な対策を講じた上で、

実施するべく準備を進めてまいりました。 

しかしながら、全国的に新型コロナウィルス感染症の感染拡大が続いており、

小山地区医師会にもご相談させていただいた結果、成人式の開催が感染拡大の要

因となる可能性を否定できないことから、新成人者の皆様をはじめ、そのご家族、

市民の皆様、成人式に関わる全ての方の健康と安全を考慮し、「令和３年小山市成

人式」を延期することといたしました。 

 

３．変更後の開催日程 

（１）開催日 令和３年１１月７日（日） 

（２）会 場 小山市立体育館 

  ※新型コロナウィルス感染症の感染拡大により変更となる可能性があります。 

   延期のお知らせは、対象者へ封書で通知いたします。 

 

４．対象者 

平成１２年４月２日から平成１３年４月１日までに生まれた方 

（予定者数 約１，７００人） 

 

５．その他 

今後、成人式レンタル衣装のキャンセル料に対する助成を検討いたします。 



令和３年成人式 該当者数 

 

№ 会  場 

該当者数 

男 女 計 

1 小 山 中 学 校 130 84 214 

2 小山第二中学校 44 51 95 

3 小山第三中学校 170 154 324 

4 小山城南中学校 138 130 268 

5 大 谷 中 学 校 83 85 168 

6 間々田中学校 114 100 214 

7 乙 女 中 学 校 39 48 87 

8 豊 田 中 学 校 29 22 51 

9 美 田 中 学 校 18 37 55 

10 桑 中 学 校 105 87 192 

11 絹義務教育学校 28 25 53 

合   計 898 823 1721 

  

該当者数：令和２年１０月１日現在、当該学区に在住している平成１２年度生ま

れの人数 



 

 

令和２年１２月議会最終日 市長発言 

 

 

 

【浅野正富小山市長メッセージ】 

 

年末年始を迎えるにあたり、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、

私から改めて市民の皆様にお願いがございます。 

現在「第３波」といわれる感染拡大に歯止めがかからない中、国内の感染者数

急増に伴い、栃木県内においても、１１月以降の感染者数は、増加の一途をた

どっております。 

１２月２２日現在、県内の感染者数は、１，０７３人となっており、小山市内

においても、１３２人の感染者が確認されています。このうち６１人が１２月

にはいってからの感染者であり、市内でも感染者が急増している状況にありま

す。最近の感染者の状況をみますと、勤務先でのクラスターの発生に加え、家

族の一人が感染したことにより、家庭内において、感染が広がっている傾向に

あります。 

感染防止対策として、「常にマスクを着けていただきたい」ということ、そし

て、「密集」「密接」「密閉」の「三密の回避」、「室内の換気」、「石けんによる手

洗い・アルコール消毒」をお願いします。また、これからクリスマスや忘年会

・新年会シーズンを迎えますが、今年はぜひ「静かな会食」をお願いいたしま

す。具体的には、特に感染リスクが高いとされております、大人数・長時間で

の飲食・飲酒やマスクなしでの会話の自粛をお願いいたします。帰省の時期で

はありますが、不要不急の外出をできるだけ避け、やむを得ず外出する際には

、感染リスクを避ける行動をとっていただきたいと思います。特に、高齢の方

や基礎疾患をお持ちの方については、慎重な対応をお願いするとともに、ご家

族も含め「家の中でも常にマスクの着用」をお願いいたします。 

また、この場をお借りして、新型コロナウイルスの危険と隣り合わせの中、最

前線で対応をしていただいている医療・介護の現場におられる皆様方に心から

感謝を申し上げます。１２月２１日には、日本医師会をはじめとする医療関係

者団体が「医療緊急事態」を宣言しております。感染者・重症者の急増により

、医療現場がひっ迫している状況は、いつ医療崩壊を迎えてもおかしくないと

ころまで追い詰められております。私たちが感染防止対策を徹底し、新規感染

者の拡大を食い止めることによって、これ以上、医療関係者にご負担がかから

ないようにしなければなりません。 

また、新型コロナウイルスは誰もが感染しうる病気です。私たちが闘ってい

るのは、ウイルスであり、人ではありません。感染された方やその家族、最前

線で働く皆様などに対する偏見や差別、誹謗中傷等は、その人の心身を深く傷

つける行為であり、決して許されるものではありません。 

大切な人や暮らしを守るために、小山市民一人ひとりが「おもいやり」と「や

さしさ」をもって、共に新型コロナとの闘いを乗り越えていくことを、心から

願ってやみません。 

市民の皆様のご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。 
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